















































































































Hyman Ltd， London) が出版され， さらに 1929-30年には，同大学の
Hibbert Lecturesのポストに迎えられて，比較宗教学を講じた。そして
1932年には，その時の講義を纏めた本書『霊的理想主義の人生観J(361頁，


















教と西洋の思想J0939，396頁， Oxford University Press)， r宗教と社会」
0947，242頁， George Allen and Unwin Ltd， London)をはじめ， rパガヴァッ
148 明治大学教養論集通巻498号 (2014・1)
ドギーターJ(1948， 388貰， George Allen and Unwin Ltd， London)， ~ダ
ンマパダJ0950， 194頁， Oxford University Press)， ~根本ウパニシャツ
ド聖典J(1953， 958貰， Harper Col1ins Publisher Ltd)， ~ブラフマスート






















サルヴェパリー・ラーダークリシュナン『霊的理想主義の人生観」第 l章 149 
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サルヴェパリー・ラーダークリシュナン「霊的理想主義の人生観」第 l章 187 
た宗教は，現実の資源と潜在的な資源の一切を傾けたのに，結局は挫折に終
わったではなL、かとする非難の力を，無視することはできなL、。もしも宗教
に擁護の余地が残記されているとしたら，それは無知と無関心によるものでし
かなく，私たちは，もはや無知をも無関心をも，許容することはできないの
である問。
時代は，かつて保持していた真理についての生きた感覚ぞ，失ってしまっ
たのだ。政治の世界で神聖不可侵とされていた特権と聖別されていた圧政と
に歯向かった精神，社会的な特権乱用や既成事実と化した困盟などの不正に
異議申し立てをした精神， I宗教改革」においては，聖典と儀礼の本義は我々
に決定させろという要求となって表われた精神， Iルネッサンス」において
は，近代ヨーロッパにギリシャ人の自由な好奇心と知的な精査をもたらし，
ローマ人の公明正大に対する実際的感覚とをもたらした精神。これらの精神
は，今日では，科学の支配を求め，社会的理想主義を求める要求となって，
現われている。ここにあるのは，疑わしい文書や誤りをおかしやすい人間の
権威には，どんなものにも従わないという道理であり，物事を正しく見極め
る知的な力と物事を正直に判断する道徳的な力を備えた者なら全員が受け入
れるはずの道理である。喜びと幸せに満ちた生活は，知識と科学を基盤とし
て初めて可能になるのだ。
9.総体的な不安定
目下，混乱と無秩序が見られるのは，ヨーロッパやアメリカだけのことで
はない。東洋と西洋には般本的な違いがあるにしても，諸国民の文化的生活
が統一に向かいつつある事実と程度には，眼を見張らせるものがある。トル
コは，国家の効率と進歩のために，イスラームに背を向けつつある則。トル
コに当てはまることは，ペルシャ，エジプト，アフガニスタンなど他のムス
リム国家にも，多少なりとも当てはまる。中国とインドでは，数えきれない
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ほどの世代による忍耐と努力によって打ち立てられた脆弱な構造が，諸方面
からの攻撃にさらされている。宗教は，私たちの知的ならびに国民的な紳の
原因だと見なされている反面，私たちの失敗とヴァイタリティ不足の原因だ
ともみなされている。インドの指導者たちの多くは，今なお国民大多数の信
条となっている正統根本主義が，闘争と受難を通して，また意気血喪した男
らしさと歪んだ霊的成長を遇して，私たちに重い付けを払わせたのだと，確
信している。どう見ても宗教心にあふれた人たちが，全員，その不過謬性な
ど一つの神話でしかないような法に盲従しては，常識と科学的知識を敵にま
わし，人間性の命ずるところと正義の求めるところを敵にまわしている姿を
前に，私たちの指導者たちは，宗教にはもううんざりだと言って，宗教とは
もう手を切るべき時が来ていると考えている。今日では，国家は罪からの救
済を望むよりも，むしろ，食べるにも，着るにも，住むにも事欠く国民大衆
を，蟻烈な競争や不健全な競争がなく，賛沢には暮らせなくともほどほどの
満足と共には暮らせるような，統制のとれた複数の家族からなる自由なコミュ
ニティーへと変貌させてくれるような，そういう社会の改良を望んでいる。
ここでは，自由が掛け声になっているのだ。自由の行使が， しばしば，昔な
がらの忠義を悪し様に扱い，象徴や儀式の尊ぶべき美しさを早急に退去させ
てしまうのは，避けられなL、。しかし自由は，ここでは自己本来の価格を求
めているのである。
10.現在必要なこと
目下の不安定が，新知識が伝統的信仰に執劫な圧力をかけていることから
来ていることは確かだが，宗教が道徳に対して何の役にも立たず，最善の生
活を推し進めることもできないでいることからも，閉じように来ていること
は，明らかで、ある。数こそ僅かではあるが，宗教を滑稽化することが完全性
の証だと心得ているような知的スノッブのいることは確かである。宗教のこ
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とを気にかけるのは時代理れで，宗教に批判的であるのが先進的なのだ，と
いうのである。どうしても偏って教育されてしまう読書用の民主主義は，伝
統的支配が唱える権利主張の理由が分からないと，伝統的支配を退けること
こそが自分の義務だと感じてしまう。しかし，こうした懐疑論は，私たちに
あまり負担をかけない。今日，勇気を必要としているのは，むしろ信仰の方
である。こういう否定的精神の持ち主の他にも，信仰がすでに身丈に合わな
くなっているのに，善きパリサイ人への気兼ねから，信仰を捨てられないで
いる人たちが，ずっとたくさんいるからだ。しかし，私たちの関心は，自ら
信仰を求めているのに，あえて信仰に踏み出せないでいる人たちにある。彼
らの魂は，否定的な精神の人たちよりも，もっと繊細なため，彼らの困難も
さらに深刻で，彼らの疑問もいっそう切迫している。この人たちの疑いは信
仰心の表れであり，この人たちの抗議は形を変えた忠義なのだ。人聞の魂の
深みには，真理を尋ね，道義を求め，正義を切望する心が横たわっている。
真理や道義を求めるこうした奮闘が，私たちの生命の本質的な部分である。
知識の探究こそが私たちの最高の義務であって，ただ一つ許される過剰は，
知性の過剰なのだ，などと教えてもらうのには，何もアリストテレスのよう
な人を必要としなL、。私たちの心の混乱に発する無秩序のほうが，人聞の精
神が陥る捉われよりも，ましである。時代が変わりづつあると感じられ，宗
教は擁穫できないと主張されるのは，世界史上初めてのことではなL、。その
正当性については保障しかねるが，アダムがエデンの園の門を一歩踏み出し
た時に，イヴに向かつて最初に発した言葉は.r僕たちは，過渡期に生きて
いるのだ」だったと言われている。どんな時期も過渡期である。進歩は不一
致と混乱を辿りぬけてL、くも進歩は，人間以下のレヴェルでく生じ>.人閣
のレヴェルでく意志〉される。人間の精神には進歩の進む方向安変える力が
ある。ある特定の瞬間に必要とされるものの発明には，つまりは私たちが新
しい状況に適応するのを助けてくれるような装置の発明には，変化した状況
に適応できるのはただそれだけだといった新しい変種がまさにピッタリの時
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に発遣してくるのと，閉じ意義がある。人類が権威への服従状態から立ち上
がって，完全な自己決定が可能であるような状態へと移行しようと苦闘して
いる時に必要になるのは，創造的な精神たちからの支援である。一つの目標
を目標それ自身のために作り上げようと初偉い続けている私たちの世代を助
けるためには，僧侶の精神ではなく，予言者の精神が必要なのであり，受け
継いだ習慣をただ機械的に真似るだけの精神ではなく，独創的な理解力に満
ちた精神が必要なのだ。予言とは，洞察のことである。それはヴィジョンの
ことでもあり，期待をもって進む経験のことでもある。それは，未来を見通
せるほどしかと現在を見つめる精神のことだと，言い換えてもよい。
第1章終り
(やまぐち・やすじ 元文学部教授)
